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イエス、パウロ、そして最初期のキリスト共同体は、どのような時代と社会を生き抜いたの
か？　そしてこの歴史を学んだ者として、私たちはいかに今を生きるのか？　未来への羅針
儀となる第一級の歴史書であり、豊富な図版によって見ても楽しい新約聖書時代史入門。
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